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平成２８年第２回定例会開かれる
１０人が一般質問に立つ
審議結果および各議員の表決
委員会活動
特集



本巣市議会だよりMOTOSU CITY ASSEMBLY REPORT
2016年8月1日発行　第51号

2

○人権擁護委員の推薦
阿部　信樹氏　　　　山田　道夫氏　　　　山田　奈津代氏

○物品売買契約の締結
（小中学校情報機器）　パソコン８５台、タブレット２４台等
（電子黒板等情報機器）電子黒板２９台等

契約金額　３６５０万円
契約金額　２１０６万円
【いずれも消費税含む】

第２回定例会閉会後、大西議長より
表彰状が伝達されました

◎条例改正（専決処分）

その他の議案

○市税条例（地方税法改正による改正）
　地方税法等の一部改正
○市水道事業運営審議会条例及び市下水道事業推進審議会
条例

　上下水道課への組織の変更に伴う改正
○国民健康保険税条例
　負担の適正化を図るため、課税限度額を引き上げるとと
もに、５割軽減及び２割軽減の対象世帯に係る所得判定基
準を改正

　本市議会は議員互助会の積立金から２０万円を、平成２８年熊
本地震とそれに引き続く地震活動に対する義援金として、九州
市議会議長会を通じて送金しました。

◎補正予算（専決処分）
平成27年度一般会計補正予算
（第６号）
　　国からの地方創生加速化交付
金の交付決定に伴い3258万円
の増額補正となり、総額157億
2654万円になりました。

国民健康保険税の課税限度額を改定
医療費分
後期高齢支援金

52万円→54万円
17万円→19万円

▲後列左から　髙田文一議員、臼井悦子議員、黒田芳弘議員（10年表彰）

▲前列左から　後藤壽太郎議員、上谷政明議員（15年表彰）

平成２8年 第2回  定例会開かれる
本巣市議会は６月１０日～６月３０日、第２回定例会　　　 を開き、補正予算３件、専決処分（条例）３件

専決処分（補正予算）１件、物品売買契約 　 　  の締結２件等を審議・決定しました。　

●第2回定例会開かれる●

全国市議会議長会・
東海市議会議長会から功労者表彰

熊本地震に対する
義援金



本巣市議会だより
2016年8月1日発行　第51号

MOTOSU CITY ASSEMBLY REPORT

3

◎一般会計補正予算は、１７５２万円の減額補正で、総額は１６９億２４８万円になりました。

２７年度本巣市一般会計繰越明許費繰越計算書

○本巣市土地開発公社　　○一般財団法人もとす振興公社

○農業集落排水事業特別会計補正予算　　○公共下水道特別会計補正予算

一般会計補正予算（第１号）可決

★主な歳入 ★主な歳出
○担い手確保・経営基盤強化促進事業
　県補助金　【新規】
○第３子以降保育料無償化事業
　県補助金　【新規】
○社会資本整備総合交付金等
　国庫補助金

・・・・・・・・・・・・・・・・・２１４６万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９９万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△７７８８万円

○土貴野小学校の防球ネット整備事業
　【新規】
○子育て支援サイト構築に伴う保守管理等
　【新規】
○企業展開催に伴う雇用創出事業委託料
　【新規】

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1037万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４８５万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・578万円
※交付額内示に伴う減額等 ※その他歳出の主なものは、4月の人事異動による人件

　費の増減です。

平成２8年 第2回  定例会開かれる
本巣市議会は６月１０日～６月３０日、第２回定例会　　　 を開き、補正予算３件、専決処分（条例）３件

専決処分（補正予算）１件、物品売買契約 　 　  の締結２件等を審議・決定しました。　

●定例会で決まったこと●

繰越計算書の報告

財団等の経営状況の報告

２８年度特別会計補正予算

Q

A

市国保税条例の一部改正について今回の改定は２点であります。ひとつは、課税限度額の引き上げ、軽減の拡充ということになり
ますが、想定されている数字で結構ですけれども限度額の引き上げによって、どれくらいの収入増になり、また軽減の拡大によっ
て、どれくらいの収入の減になるのか。その影響額についてお尋ねします。

２８年度の所得については、まだ確定しておりませんので、２７年１２月現在の加入状況及び所得状況で推計いたしました。課税限
度額の引き上げによる影響につきましては、課税限度額超賦課世帯、１０１世帯が影響いたしまして、国保税全体で３７４万５千円
の増額となります。また、軽減判定所得の引き上げによる影響につきましては、５割軽減世帯が６世帯、２割軽減世帯が２８世帯増
となります。これによりまして国保税全体で１０２万５千円の税額が軽減をされると、負担軽減が図られると推計しております。

Q

A

土貴野小学校の防球ネット整備にかかる補正予算が計上されておりますが、３月の当初予算が可決されて順次施行されておる
わけですが、またこの６月議会という短期間において要求される、それほど緊急性が高いものなのか今回計上された理由につ
いてお尋ねします。

当初予算でお願いするというのが本来ですが、３月５日に土貴野小学校でスポーツ少年団が活動中に、南側の防球ネットを越
えて民家の方に飛び込むという事案が１件発生しました。これを受けまして調査をいたしましたところ過去にもそのような事
案があったということがわかりました。民家も近く、道路沿いですので、早急に防球ネットを高くして被害が出ないよう、安全対
策に努めるという考えから今回補正をお願いするものです。

本会議 &Q A
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▲熊本県益城町役場

▲オカリナを演奏する根尾中学校の生徒たち

Q

Q

QQ Q

　
　
大
規
模
災
害
、
特
に
震
災
の
本

　
　
巣
市
の
対
応
に
つ
い
て

　
想
定
さ
れ
る
規
模
に
対
す
る
考
え

　
は
　

　
市
内
は
最
大
震
度
6
強
を
想
定

岡
崎
・
総
務
部
長

　

熊
本
地
震
の
教
訓
を
有
効
な
災
害

対
策
に
繋
げ
る
た
め
、
地
域
防
災
計

画
や
各
種
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
点
検

と
見
直
し
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
前
の
準
備
と
関
係
者
の
協
力
体
制

の
確
立
を
図
り
、
的
確
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
絶
え
ず
災
害
対
策
の
改
善

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
住
民
支
援
の
方
法
の
考
え
方
は

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
考
え

　

る

　

熊
本
地
震
に
お
い
て
、
新
た
な
課

題
と
な
っ
た
避
難
者
の
車
中
泊
、
ま

た
交
通
渋
滞
に
よ
る
避
難
所
へ
の
物

資
が
行
き
渡
ら
な
か
っ
た
等
の
教
訓

を
生
か
し
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
　
本
市
の
本
庁
舎
問
題
に
つ
い
て

　
　
庁
舎
統
合
検
討
委
員
会
の
答
申

　
　
後
の
考
え
は

　
　
庁
舎
検
討
委
員
会
の
意
見
を
参

　
　
考
に
取
組
み
た
い

藤
原
・
市
長

　

長
期
的
な
展
望
を
踏
ま
え
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
場
所
や
方
法

が
見
い
出
せ
た
際
は
実
現
に
向
け
て

取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
入
会
地
の
解
消
に
つ
い
て

　
県
と
話
合
い
後
の
進
捗
状
況
は

　
県
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
入
会
地

　
の
解
消
に
向
け
て
進
め
て
い
ま
す

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　

県
と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
払
下

げ
に
よ
り
所
有
権
移
転
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
事
務
手
続
き
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
解
散
の
期
日
は

　
平
成
29
年
度
に
は
解
散
で
き
る
よ

　
う
進
め
る
予
定
で
す

　

個
人
や
、
市
町
、
県
、
地
緑
団
体

等
へ
土
地
所
有
権
の
移
転
手
続
き
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

Q2 Q1A2

Q1A1Q2A2

A1

上
谷
政
明
議
員

Q

　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
計
画

　
　
的
推
進
を

　

化
石
燃
料
や
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
に
依
存
し
な
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
、
市
も
計
画
的
な
推

進
を
図
っ
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

森・市
民
環
境
部
長

　

国
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
定

ま
っ
た
中
で
、
本
巣
市
と
し
て
有
益

性
や
費
用
対
効
果
を
判
断
し
計
画
を

立
て
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

　
　
築
の
考
え
、
方
針
は

　

市
民
と
一
体
と
な
っ
た
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
ど
の
よ
う

に
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
ま
ず
は
体
制
・
機
能
を
強
化

村
瀬
・
健
康
福
祉
部
長

　

多
職
種
連
携
に
よ
る
在
宅
医
療
の

推
進
、
認
知
症
カ
フ
ェ
や
徘
徊
見
守

り
な
ど
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
を
進
め
ま
す
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
へ
の
協

　
　
議
・
検
討
状
況
、
計
画
は

　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
検
討

大
野
・
企
画
部
長

　

人
材
育
成
な
ど
の
環
境
整
備
の
た

め
「
（
仮
称
）
市
民
協
働
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
を
研
究
、
協

議
・
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
実
効
性

の
あ
る
条
例
制
定
に
取
組
み
ま
す
。

　
　
お
も
て
な
し
事
業
の
事
業
内
容

　
　
と
今
後
の
見
直
し
は

　

多
く
の
招
待
客
を
招
い
た
「
淡
墨

桜
の
日
」
お
も
て
な
し
事
業
に
水
を

差
す
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
議
会
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し

た
議
長
が
、
事
前
に
飲
酒
し
て
い
た

こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
か
。
ま
た
今
後
の
事
業
の
あ
り
方

を
ど
う
考
え
ま
す
か
。

　
　
良
識
の
範
囲
内
で
行
っ
て
い
き

　
　
ま
す

藤
原
・
市
長

　

議
会
は
議
会
の
判
断
で
や
っ
て
も

ら
え
ば
結
構
で
す
。
今
後
も
常
識
の

範
囲
内
で
交
流
し
て
い
き
ま
す
。

鵜
飼
静
雄
議
員

Q

A

A

AA

●一般質問●

A
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▲本巣北消防署

QQ1A1Q2A2

A Q

Q

Q

Q1A1A1

　
　

市
民
発
案
事
業
に
つ
い
て

　

26
年
度
に
市
制
合
併
10
周
年
を
記

念
し
て
市
民
発
案
事
業
が
公
募
さ
れ

11
の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
27

年
度
も
市
民
提
案
事
業
と
し
て
継
続

し
て
助
成
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

27
年
度
の
実
施
件
数
と
内
容
は

　

６
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

大
野
・
企
画
部
長

　

①
本
巣
ま
る
ご
と
餃
子
発
展
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
②
本
巣
市
と
東
日
本
を

結
ぶ
手
作
り
コ
ン
サ
ー
ト
、
③
は
ぐ

く
む
マ
ル
ク
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

④
ま
く
わ
う
り
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

⑤
糸
貫
川
リ
ボ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

⑥
本
巣
市
小
・
中
・
高
校
生
相
撲
大

会
の
６
事
業
で
す
。

　

今
後
の
こ
の
事
業
に
対
す
る
市
の

　

考
え
方
は

　

市
民
活
動
助
成
金
と
し
て
運
用
し

　

て
い
き
ま
す

　

「
市
民
活
動
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
」
と
「
市
民
発
案
イ
ベ
ン
ト

実
施
コ
ー
ス
」
に
分
け
て
助
成
し
ま

す
。
ま
た
継
続
的
に
取
り
組
む
事
業

に
は
「
市
提
示
協
働
実
施
コ
ー
ス
」

と
し
て
助
成
し
ま
す
。

　
　

本
巣
消
防
事
務
組
合
に
つ
い
て

　

本
巣
消
防
事
務
組
合
は
、
小
規
模

消
防
本
部
と
し
て
本
部
の
老
朽
化
、

東
海
環
状
自
動
車
道
開
通
の
影
響
他
、

多
く
の
課
題
が
あ
り
、
岐
阜
市
と
の

広
域
連
携
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
域
連
携
協
議
の
進
捗
状
況
は

　

先
行
自
治
体
の
動
向
を
踏
ま
え
協

　

議
し
て
い
き
ま
す

藤
原
・
市
長

　

山
県
市
が
岐
阜
市
と
の
広
域
連
携

を
先
行
し
て
協
議
を
し
て
い
ま
す
の

で
そ
の
動
向
を
見
な
が
ら
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

　

広
域
連
携
に
つ
い
て
の
課
題
は

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
や
消
防
体
制
の
見

　

直
し
が
必
要
で
す

　

南
北
に
長
く
山
間
部
が
多
い
こ
の

地
域
に
お
い
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
な
い
よ
う
、
ま
た
資
機
材
や
職

員
の
適
正
配
置
、
管
轄
区
域
の
確
認

等
消
防
体
制
の
見
直
し
の
必
要
が
あ

り
ま
す
。

Q1A1Q2A2

堀
部
好
秀
議
員

Q

　
　

小
型
無
人
機
「
ド
ロ
ー
ン
」
の

　
　

導
入
に
つ
い
て

　

空
撮
や
災
害
調
査
、
遭
難
者
の
捜

索
、
建
築
物
の
点
検
や
物
資
の
輸
送

な
ど
そ
の
活
用
は
急
速
に
拡
大
し
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
の
小
型
無
人
機
「
ド
ロ
ー

　

ン
」
の
導
入
検
討
の
結
果
は

　

民
間
事
業
者
や
民
間
団
体
へ
の
依

　

頼
・
協
力
に
よ
り
活
用
を
図
る

岡
崎
・
総
務
部
長

　

花
火
大
会
の
空
撮
を
行
い
観
光
宣

　

伝
活
動
に
努
め
ま
し
た

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　

今
後
の
活
用
は

　

災
害
現
場
で
の
被
害
状
況
調
査
や

　

行
方
不
明
者
の
捜
索
等岡

崎
・
総
務
部
長

　

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
慎
重
に

　

検
討
し
て
い
き
た
い

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　
　

職
員
の
業
務
に
関
す
る
資
格
の

　
　

取
得
、
資
格
の
認
定
は

　

職
員
の
業
務
に
関
連
す
る
資
格
取

得
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

土
木
施
工
管
技
士
、
測
量
士
補
、

防
災
士
、
学
芸
員
、
調
理
師
等
で
す

大
野
・
企
画
部
長

　

今
後
の
取
組
み
は
資
格
取
得
や
研

修
に
参
加
し
や
す
い
環
境
面
で
の
整

備
に
も
努
め
ま
す
。

　
　

移
住
・
定
住
対
策
の
取
組
み
に

　
　

つ
い
て

　

人
口
減
少
対
策
で
も
あ
る
移
住
、

定
住
促
進
対
策
と
し
て
子
育
て
支
援

な
ど
が
予
算
計
上
さ
れ
取
組
み
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
面
並
び
に
ソ
フ
ト
面
で
の

　

取
組
み
は

　

移
住
定
住
促
進
補
助
金
の
交
付
に

　

加
え
、
Ｐ
Ｒ
事
業
も
実
施
し
ま
す

大
野
・
企
画
部
長

　

三
世
代
同
居
・
近
居
住
宅
支
援
事

　

業
を
推
進
し
ま
す村

瀬
・
健
康
福
祉
部
長

　

子
育
て
の
支
援
や
介
護
支
援
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

Q1A1Q2A2A2 A1
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Q
　
　

新
教
育
長
の
思
う
教
育
は

　
　

私
の
考
え
る
教
育
と
は

川
治
・
教
育
長

　

教
育
と
は
、
子
供
た
ち
一
人
一
人

を
「
幸
せ
に
生
き
る
」
「
よ
り
よ
く

生
き
る
」
そ
の
主
体
者
に
し
て
い
く

営
み
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
「
未
来
を
切
り
拓
き
、
た
く

ま
し
く
生
き
抜
く
力
」
を
付
け
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
夢
や
志
を

も
ち
、
そ
れ
を
具
体
的
な
目
標
に
置

き
換
え
て
挑
戦
し
実
現
す
る
こ
と
、

自
己
決
定
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
は
、
多
く
の
喜
び
を
味
わ
い
、

そ
れ
を
力
に
変
え
て
い
く
場
所
で
す
。

一
人
一
人
の
よ
さ
を
具
体
的
に
徹
底

的
に
認
め
、
能
力
を
開
花
さ
せ
、
自

信
と
誇
り
を
も
た
せ
て
い
き
ま
す
。

　

本
巣
市
で
重
視
す
べ
き
一
点
目
は
、

地
域
の
教
育
力
の
活
用
で
す
。
地
域

の
幅
広
い
教
育
力
を
生
か
す
取
組
を

進
め
ま
す
。
二
点
目
は
、
幼
児
園
・

小
中
学
校
の
一
貫
し
た
教
育
の
充
実

で
す
。
教
育
内
容
等
を
意
図
的
・
計

画
的
に
連
携
し
、
途
切
れ
の
な
い
指

導
を
進
め
ま
す
。
三
点
目
は
、
学
校

や
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
ふ
る
さ

と
教
育
の
充
実
で
す
。
ふ
る
さ
と
の

よ
さ
を
実
感
で
き
る
活
動
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
　

保
護
者
と
学
校
の
関
係
性
に
つ

　
　

い
て

　
　

学
校
は
皆
で
つ
く
る川

治
・
教
育
長

　

保
護
者
と
学
校
は
、
「
子
供
の
健

全
育
成
と
幸
せ
を
願
う
共
通
の
目
標

に
向
か
い
、
互
い
に
信
頼
し
、
協
力

す
る
関
係
」
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
学
校
と
保
護
者
が
、
共
感
・
協

働
し
一
緒
に
歩
ん
で
い
る
姿
勢
を
示

せ
ば
、
子
供
た
ち
は
安
心
し
、
伸
び

る
も
の
で
す
。
「
学
校
は
皆
で
つ
く

る
」
と
い
う
関
係
を
構
築
し
、
子
供

た
ち
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

　
　

合
併
特
例
債
と
新
庁
舎
建
設
に

　
　

つ
い
て

　
　

真
に
必
要
な
事
業
に
有
効
に
活

　
　

用
し
て
ま
い
り
た
い

藤
原
・
市
長

　

庁
舎
統
合
検
討
委
員
会
で
ご
指
摘

の
よ
う
に
、
庁
舎
統
合
の
場
所
や
方

法
が
見
い
出
せ
た

な
ら
、
合
併
特
例

債
の
活
用
も
検
討

し
つ
つ
、
庁
舎
統

合
の
実
現
に
向
け

取
組
ん
で
い
き
ま

す
。

Q1A1Q2A2Q3A3Q4A4
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防
災
対
策
に
つ
い
て

　

活
断
層
の
認
識
と
対
応
は

　

新
た
な
被
害
想
定
を
反
映
し
た
、

　

地
震
防
災
マ
ッ
プ
を
全
戸
に
配
布

岡
崎
・
総
務
部
長

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
要
支
援

　

者
の
把
握
、
受
入
れ
は

　

受
入
れ
の
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す

村
瀬
・
健
康
福
祉
部
長

　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
活
用

し
た
実
効
性
の
あ
る
避
難
支
援
が
で

き
る
よ
う
、
名
簿
を
整
備
し
ま
す
。

　

避
難
所
の
運
営
、
事
前
の
備
え
を

　

地
域
が
行
う
「
近
助
」
の
取
組
は

　

地
域
の
防
災
力
の
向
上
が
不
可
欠

　

で
、
助
成
等
で
活
動
を
推
進

岡
崎
・
総
務
部
長

　

防
災
士
資
格
の
取
得
に
対
す
る
助

成
制
度
で
、
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
の
設
置
助

　

成
、
家
具
転
倒
防
止
の
助
成
は

　

自
主
防
災
活
性
化
補
助
事
業
の
中

　

で
対
応

　

「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」
は
地
震
に

よ
る
被
害
拡
大
防
止
に
有
用
で
す
。

家
具
転
倒
防
止
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
の
独
り
暮
ら
し
の
方
等
に
転
倒
防

止
金
具
の
支
給
と
取
り
付
け
を
行
う

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

通
信
手
段
の
確
保
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

　

「
w
i
‐
F
i
」
が
有
効
だ
が

　

災
害
発
生
時
に
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｎ
e
Ｔ

　

が
無
料
開
放
し
ま
す

　

熊
本
地
震
を
一
つ
の
教
訓
と
し
た

　

市
長
の
所
見
は

　

市
防
災
計
画
を
見
直
し
最
大
の
被

　

害
想
定
に
対
応
で
き
る
体
制
構
築

藤
原
・
市
長

　
　

ひ
と
り
親
家
庭
学
習
支
援
に
つ

　
　

い
て

　
　

需
要
を
考
え
今
後
検
討
し
ま
す

村
瀬
・
健
康
福
祉
部
長

　
　

本
市
独
自
の
記
念
に
残
る
複
写

　
　

式
の
婚
姻
届
を
作
成
し
て
は

　
　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
婚
姻
届
の
作
成

　
　

を
今
後
検
討
し
ま
す

森
・
市
民
環
境
部
長

Q5A5Q6A6
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▲根尾にある四季彩館
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市
の
防
災
に
つ
い
て

　

自
然
災
害
が
後
を
絶
た
ず
発
生
す

る
た
び
に
甚
大
な
被
害
と
犠
牲
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に
教

訓
と
し
て
防
災
計
画
を
見
直
し
て
は
。

　

自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
の
充

　

実
は

　

防
災
士
等
の
資
格
習
得
に
助
成
し

　

て
い
ま
す

岡
崎
・
総
務
部
長

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
等
は

　

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

　

を
実
施
し
て
い
ま
す

村
瀬
・
健
康
福
祉
部
長

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を
行
っ
て
い
て
81

名
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
避
難
場
所
（
自
治
会
公
民
館

　

等
）
の
耐
震
補
強
は

　

74
％
が
耐
震
基
準
を
満
た
し
ま
す

岡
崎
・
総
務
部
長

　

土
砂
崩
落
の
調
査
が
必
要
で
す
が

　

文
殊
の
森
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
は

　

今
後
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

　

す

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　

セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
で
小
規
模
な
土

砂
崩
落
が
２
ヶ
所
発
生
し
ま
し
た
が

早
急
に
修
繕
を
発
注
し
ま
し
た
。

　

市
の
水
道
管
路
の
耐
震
化
率
と
今

　

後
の
計
画
は

　

今
後
と
も
積
極
的
に
耐
震
化
を
推

　

進
し
ま
す

三
浦
・
上
下
水
道
部
長

　

平
成
26
年
度
末
で
69
％
で
す
。

　

市
の
総
合
的
な
防
災
の
方
針
は

　

防
災
計
画
を
見
直
し
ま
す藤

原
・
市
長

　

大
震
災
の
発
生
が
想
定
外
で
起

こ
っ
て
い
ま
す
が
防
災
・
減
災
対
策

の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
等
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え

国
・
県
が
防
災
計
画
の
見
直
し
を
始

め
る
こ
と
か
ら
、
市
も
市
民
の
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
災
害
を
教

訓
に
し
て
い
き
ま
す
。

※
林
道
の
崩
落
・
避
難
行
動
の
情
報

伝
達
及
び
災
害
弱
者
の
避
難
計
画
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

Q1A1Q2A2Q3A3Q4A4
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企
業
版
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に

　
　

つ
い
て

　

企
業
が
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て

応
援
し
た
い
自
治
体
の
地
域
活
性
化

事
業
に
寄
附
す
る
と
寄
附
額
の
6
割

分
が
税
金
か
ら
引
か
れ
る
制
度
で
民

間
企
業
の
資
金
を
地
方
に
呼
び
込
み

地
方
創
生
を
後
押
し
す
る
仕
組
み
の

制
度
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
は
ど
の
様
な
考
え
か

　

企
業
に
寄
附
を
募
り
ま
す

大
野
・
企
画
部
長

　

民
間
資
金
の
新
た
な
流
れ
を
巻
き

起
こ
す
地
方
創
生
応
援
税
制
の
仕
組

み
で
、
本
市
の
地
方
創
生
の
深
化
に

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

雇
用
創
出
に
つ
な
げ
る
地
域
再
生

　

計
画
を
考
え
た
ら
ど
う
か

　

安
定
し
た
雇
用
創
出
に
つ
な
ぐ

　

総
合
戦
略
に
掲
げ
た
事
業
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、

他
市
町
の
事
例
も
参
考
に
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄
附
活
用
事

業
」
を
検
討
し
ま
す
。

　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
※
）
を
活
用
し
た
地
域

　

再
生
の
計
画
の
考
え
は

　

地
方
創
生
の
強
化
を
図
り
ま
す

　

民
間
の
創
意
工
夫
を
活
用
し
な
が

ら
、
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出

し
、
地
域
の
総
合
力
を
高
め
ま
す
。

　
　

岐
阜
県
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

　
　

電
、
建
設
の
補
助
制
度
に
つ
い

　
　

て

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
熱
源
に
、
温

泉
や
発
電
施
設
に
計
画
し
た
場
合
、

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

四
季
彩
館
に
計
画
し
た
ら
ど
う
か

　

調
査
・
研
究
し
ま
す

石
川
・
副
市
長

　

導
入
に
は
、
燃
料
と
な
る
木
質

チ
ッ
プ
、
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
の
安
定
し

た
供
給
確
保
の
た
め
、
市
内
林
業
事

業
者
、
木
材
加
工
製
造
業
者
と
の
供

給
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
は
、
公
共
施
設
等
の
建

設
、
維
持
管
理
、
運
営
な
ど
を
行
政

と
民
間
が
連
携
し
て
創
意
工
夫
を
行

い
、
財
政
資
金
の
効
率
的
使
用
や
行

政
の
効
率
化
な
ど
図
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
図
る
目
的
で
あ
る
。

Q1A1
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▲犀川橋の現場
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小
柿
地
区
内
の
市
道
認
定
に
つ

　
　

い
て

　

小
柿
地
区
内
の
開
発
路
線
で
修
繕

を
条
件
に
市
道
認
定
を
受
け
た
道
路

が
あ
り
ま
す
。

　

い
ま
だ
に
修
繕
が
さ
れ
て
い
な
い

　

が
市
の
対
応
は

　

事
業
者
に
は
今
後
と
も
指
導
し
て

　

い
き
ま
す

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　

事
業
者
か
ら
諸
事
情
に
よ
り
対
応

が
遅
れ
る
と
連
絡
を
受
け
、
瑕
疵
担

保
期
間
を
延
長
し
、
修
繕
対
応
を
指

導
し
て
い
き
ま
す
。

　

側
溝
か
ら
悪
臭
が
発
生
し
て
い
る

　

が
合
併
浄
化
槽
の
限
界
は

　

居
住
者
一
人
一
日
当
た
り
２
０
０

　

Ｌ
の
想
定
で
す

森
・
環
境
部
長

　

延
床
面
積
、
世
帯
数
等
で
基
準
が

あ
り
ま
す
。
悪
臭
は
初
期
不
具
合
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
現
在
は
正
常
に

作
動
し
て
い
ま
す
。

　
　

山
口
頭
首
工
改
修
に
つ
い
て

　

本
巣
市
の
み
な
ら
ず
井
水
流
域
住

民
の
安
心
、
安
全
の
た
め
に
事
業
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
課
題
は
。

　
　

山
口
頭
首
工
改
修
検
討
委
員
会

　
　

で
検
討
し
ま
す青

木
・
産
業
建
設
部
長

　

県
に
お
い
て
改
修
に
向
け
た
施
設

の
調
査
や
許
可
水
利
権
へ
の
切
り
替

え
に
伴
う
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

犀
川
頭
首
工
改
修
に
つ
い
て

　

関
係
機
関
と
の
協
議
状
況
は

　

引
き
続
き
関
係
機
関
と
協
議
を
行

　

い
進
め
ま
す

青
木
・
産
業
建
設
部
長

　

岐
阜
土
木
事
務
所
と
協
議
し
、
大

規
模
改
修
は
困
難
と
判
断
し
補
修
工

法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

犀
川
橋
拡
幅
工
事
は

　

県
の
河
川
計
画
が
現
況
断
面
と
異

　

な
り
困
難
で
す

　

瑞
穂
市
内
で
工
事
の
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
犀
川
橋
周
辺
で

の
工
事
は
先
に
な
り
、
現
段
階
で
拡

幅
工
事
は
困
難
で
す
。

Q1A1

Q1

Q1

Q2A2

A1Q2A2

A1

Q1A1Q2A2Q3A3Q4A4Q5A5

Q2A2Q3A3

安
藤
重
夫
議
員

　
　

子
育
て
支
援
へ
の
取
組
は

　

支
援
の
充
実
は
制
度
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
に
合
っ
た
質
の
良
い
運
営
が

求
め
ら
れ
る
が
。

　

幼
児
園
化
さ
れ
た
園
は
順
調
か

　

新
た
な
幼
児
園
も
教
育
方
針
と
重

　

点
の
基
礎
を
育
む
指
導

村
瀬
・
健
康
福
祉
部
長

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
は

　

市
内
全
て
で
対
象
を
小
学
校
６
年

　

生
ま
で
拡
大
・
実
施

　

現
在
の
利
用
者
数
は
5
0
9
名
で
、

1
6
0
名
の
増
で
す
。

　

市
長
の
考
え
る
、
理
想
の
産
み
育

　

て
る
環
境
づ
く
り
は

　

地
域
が
子
育
て
世
代
を
支
え
る

藤
原
・
市
長

　

子
育
て
世
代
が
、
地
域
で
安
心
し

て
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
を
育
て

よ
う
と
思
え
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

と
考
え
ま
す
。

　
　

選
挙
権
18
歳
の
対
応
は

　

新
た
な
有
権
者
に
な
る
若
者
へ
啓

発
や
市
外
居
住
者
へ
の
投
票
依
頼
は

ど
の
よ
う
に
。

　
　

出
前
授
業
や
模
擬
投
票
な
ど
教

　
　

育
機
関
と
連
携

岡
崎
・
総
務
部
長

　
　

熊
本
地
震
の
教
訓
か
ら
何
を
学

　
　

ん
だ
か

　

熊
本
地
震
へ
の
支
援
と
対
応
は

　

独
自
に
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
な
う

岡
崎
・
総
務
部
長

　

熊
本
市
の
避
難
所
に
非
常
食
・

マ
ッ
ト
の
提
供
。
他
に
義
援
金
の
募

金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
・
減
災
意
識
の
啓
発
は

　

防
災
の
核
と
な
る
人
材
の
育
成

　

避
難
所
の
設
置
計
画
等
は

　

「
指
定
避
難
所
」
を
指
定
し
、
資

　

機
材
の
備
蓄
を
行
う

　

弱
者
へ
の
配
慮
は

　

福
祉
避
難
所
の
受
け
入
れ
態
勢
を

　

整
え
ま
す

村
瀬
・
健
康
福
祉
部
長

　

熊
本
陸
地
断
層
地
震
の
見
解
は

　

活
断
層
を
震
源
と
す
る
地
震
に
対

　

す
る
備
え
が
必
要

藤
原
・
市
長

　

本
市
は
養
老
〜
桑
名
〜
四
日
市
断

層
帯
地
震
を
想
定
し
計
画
策
定
。

若
原
敏
郎
議
員

●一般質問●

A

A
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●審議結果および各議員の表決●

道

専決処分の承認を求めることについて（本巣市国
民健康保険税条例の一部を改正する条例）報告第５号

平　成　２８　年　第　２　回　定　例　会

市
長
提
出
議
案

専決処分の承認を求めることについて
（本巣市税条例等の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて（本巣市水道事
業運営審議会条例及び本巣市下水道事業推進審議会
条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて
（平成２７年度本巣市一般会計補正予算（第６号））

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について 

人権擁護委員候補者の推薦について

報告第４号

報告第６号

報告第７号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

物品売買契約の締結について（小中学校情報機器）

物品売買契約の締結について（電子黒板等情報機器）

平成２８年度本巣市一般会計補正予算（第１号）に
ついて

平成２８年度本巣市農業集落排水事業特別会計補
正予算（第１号）について

平成２８年度本巣市公共下水道特別会計補正予算
（第１号）について

議案第49号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

平　成　２８　年　第　２　回　定　例　会　（全会一致で可決された議案）

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

承認

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

日　

時

場　

所

会　

議　

名　

等

5
月
26
日（
木
）

5
月
31
日（
火
）

本
庁
舎

6
月
10
日（
金
）

6
月
30
日（
木
）

本
庁
舎

全
員
協
議
会

各
務
原
市

か
と
れ
あ
く
ら
ぶ

中
濃
十
市
議
会
議
長
会
総
会

東
京
都

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
９２
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

6
月
3
日（
金
）

本
庁
舎

議
会
運
営
委
員
会

6
月
22
日（
水
）

本
庁
舎

本
会
議（
一
般
質
問
）

6
月
14
日（
火
）

本
庁
舎

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
開
会
）

6
月
24
日（
金
）

真
正
分
庁
舎

文
教
福
祉
委
員
会
協
議
会

6
月
27
日（
月
）

糸
貫
分
庁
舎

産
業
建
設
委
員
会

6
月
23
日（
木
）

本
庁
舎

本
会
議（
一
般
質
問
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

6
月
29
日（
水
）

本
庁
舎

議
会
運
営
委
員
会

6
月
28
日（
火
）

本
庁
舎

総
務
企
画
委
員
会
協
議
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
閉
会
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

本
庁
舎

7
月
4
日（
月
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

羽
島
市

7
月
7
日（
木
）

第
２
７
６
回
岐
阜
県
市
議
会
議
長
会
議

本
庁
舎 

7
月
11
日（
月
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

本
庁
舎

7
月
15
日（
金
）

議
員
活
動
日
誌
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文教福祉委員会協議会　６月２４日（金）

～委員会活動～

産業建設委員会　６月２７日（月）

産業建設委員会協議会　６月２７日（月）

●委員会活動●

協議案件 （関係部分）
１．２８年度本巣市一般会計補正予算（第１号）

　主な事業内容の説明
 ・ ぎふの木育教材導入支援事業について 　・ ぎふの木で学校まるごと木製品導入事業について
 ・ 第３子以降保育料無償化事業について 　・ 子育て支援サイト構築について
 ・ 席田北部公園における土地借上料について
※土貴野小学校の防球ネット整備について質問がありました。

協議案件 （関係部分）
１．２８年度本巣市一般会計補正予算（第１号）

　主な事業内容の説明
 ・ 社会資本整備総合交付金事業費の４１００万円の減額の影響について
 ・ 商工振興費の雇用創出事業委託料について
 ・ 国道や県道の崩落個所及び山間道路の災害復旧について

審査付託案件 ※審査の結果全員賛成となった案件
１．２８年度本巣市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

　主な事業内容の説明
 ・ 下水道事業経営戦略策定業務の目的について
 ・ 農業集落排水事業における加入率の現状及び加入率の向上について
 ・ 農業集落排水事業の使用料と合併浄化槽の年間維持管理費の関係について

2．２８年度本巣市公共下水道特別会計補正予算（第１号）

　主な事業内容の説明
 ・ 経営戦略策定業務における農業集落排水事業及び公共下水道事業の両方の計画の一
　本化について

１．
2．
3.
4.
5.

報告案件
２８年度事業の発注状況について
市道糸貫１１０９号線大構橋架替工事について
本巣トンネルの照明について
本巣市内特定外来種（オオキンケイギク）駆除工事について
水田利活用自給力向上助成事業について
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総務企画委員会協議会　６月２８日（火）

～委員会活動～

●委員会活動●

◆9月5日（予定） 定例会 詳細確定後ホームページに掲載します。傍聴におでかけください。

議会開会のお知らせ
本巣市公式

マスコットキャラクター

もとまる

傍 聴 に来てね！

政務活動費の使途を公表します

本巣市では、議員の調査研究に
対する経費として、月額２万円
の政務活動費が交付されます。
政務活動費の使途については、
調査研究活動の実績報告書及
び収支報告書を年度終了後に
議長に提出することになってい
ます。
平成27年度は議員18名のう
ち、会派または議員17名が政
務活動費の交付を受け、総額３
３２万円が支出されました。

平成27年度政務活動費使途明細

研究・研修費
18.0%

その他
（燃料・電話料金等）
27.6%

要請・
陳情活動費
10.5%

広報費
7.9%

調査旅費
（視察研修費）
19.9%

資料作成・
購入費
16.1%

１．

協議案件 （関係部分）
２８年度本巣市一般会計補正予算（第１号）

　主な事業内容の説明
 ・ 職員が減員となっていることによる、地方創生事業等
　の新規事業による職員の配置の対応方法について
※地方創生事業等の新規事業のように、人員配置計画
　を必要とする場合は、その事業計画を早めに提供し
　てもらいたいと委員から要望がありました。

１．

報告案件
市民活動助成事業について

　主な事業内容の説明
 ・ 年度当初から執行済の「市民活動助成事業」の説明が遅れたことについて
※今後は、新規事業等で説明を要する事業については、資料等により情報提供を行うな
ど、　時期を逸することがないよう委員から要望がありました。
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●特集●

　「西美濃サイクルツーリズム」それは本巣市をはじめ、西美
濃エリアにおいて、サイクリングに適したコースを紹介する企
画です。今から17年前、岐阜に奥美濃サイクリングクラブが発
足しました。以来、岐阜県下の多くの道を自転車で走り、そし
て今回、本巣や揖斐のお勧めコースがガイドブックとなりまし
た。「道の駅織部の里・もとす」を起点に、根尾、徳山、揖斐川へ
と走るコース「ねお・いびがわチャレンジルート」は、ちょっと自
転車になれた方向けのコースですが、岐阜の自然が漫喫でき
るお勧めプランです。なお、奥美濃サイクリングクラブでは、春
と秋に樽見鉄道を利用したサイクルトレインを企画していま
す。普通の自転車で、普通に走れるコースへ案内しています。

西美濃サイクル
ツーリズム

西美濃サイクル
ツーリズム

奥美濃サイクリングクラブ　代表　河村志信さん　TEL 080-3653-7853
文殊山の会　会員

▲ねお・いび川チャレンジルート図
　西美濃夢源回廊協議会　発刊

　奥美濃サイクリングクラブ代表でもあり、また、この春に本巣市ハイキ
ングクラブ「文殊山の会」を設立しました。約50名の会員が本巣や近郊
の低山へハイキングに出かけています。樽見鉄道沿線で七つの山を選び
「本巣・うすずみセブンマウンテン」として、より多くの方に登山を楽しん
でいただけるような活動も進めています。自転車や登山、アウトドアス
ポーツに興味のある方は是非ともご参加を！


